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森井 片山さんはご自宅がある相模
原から銀座のオフィスまで自転車通
勤をされているそうですね。
片山 そうなんです。レーシングドラ
イバーだった時代にヨーロッパに住
んでいた時期を除けば、2歳の時か
らずっと相模原に住んでいまして、
家は町田駅の近くですよ。
森井 奇遇ですね、私は隣町ですよ。
町田の成瀬台ですから。
片山 そうですか!僕は毎日自転車で
成瀬台を通って、ここまで走ってき
ていますよ。
森井 それにしても相模原から銀座ま
で自転車というのはすごいですね。
片山 夏の暑い時期に乗り込みをし
て、レースに備えたいものですから。
20代の選手が多い中、50歳に手が
届こうかという僕が互角に戦うため
には、とにかくめいっぱい走ってお
かないと。
森井 距離はどのくらいですか。
片山 片道約40キロ弱です。大体1
時間30分くらいで到着しますね。
森井 速い!車とほとんど変わらない
じゃないですか。
片山 奈良県で仕事が終わった後、そ
のまま自転車で相模原の自宅まで
帰ったこともあります。20時間くら
いで帰れたかな。ただ、ひとつ誤算
もあったのですが。
森井 というと?
片山 自転車は一切CO2を出さない
わけで、非常に地球に優しい乗り物
ですよね。ガソリン代もゼロですか
ら経済的でもある。しかし、奈良か
ら相模原への移動中、当然ですが、

ものすごく体力を消耗するわけです
よ。だからひんぱんに水分補給用の
ミネラルウォーターや栄養補給用の
甘いものを買い、それを飲み、食べ
ながら帰ったらトータルではそれな
りの出費になってしまって。後で計
算したら、結局、プリウスの燃費に負
けていたことが発覚しました（笑）。し
かも峠越えでは、ハァハァハァハァ
呼吸を繰り返して、それなりに二酸
化炭素も排出しましたし（笑）
森井 ははは、なるほど。片山さんに
とっては、自転車＝スポーツという
位置づけなんですね。
片山 今はそうですが、自転車に出
会った子どもの頃は冒険のツールで
した。最初の頃は相模湖、江の島、
富士五湖、そのうち、小学5年生の
ときにはフェリーに乗せて三重県の
松坂まで行ったり、祖母が信州にい
たのでそこをベースキャンプにして
新潟まで足を延ばしたり。完全な自
転車少年でした。前後輪にテントな
ど一式をくくりつけて、20キロ近く
もあるような自転車を小さい体で漕

いでましたね。
森井 四輪のレーサーとして活躍し
ている間は?
片山 モータースポーツの世界に入っ
てからは一切乗らなくなってしまい
ました。自転車に再び向き合うよう
になったのは車から降りて、山登り
のためのトレーニングとして再開し
たことがきっかけですが、ツール・
ド・フランスに初めて出場した日本
人選手である今中大介さんと知り合
いになったことで、さらにのめりこ
みました。遂にはレースに参加する
ようになって現在に至っています。
まぁ、年寄りの冷や水という話もあ
りますが（笑）
森井 レースでは片山さんが最年長
なのですか?
片山 50歳代で以前から競技を続け
ていらっしゃる方がいますが、40歳
代になってから本格的に競技を始め
て、下のカテゴリから勝ち上がって
きたのは僕くらいです。
森井 F1は何年間乗っていたので
すか。

自宅 ― オフィス間、
往復80キロを自転車通勤
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意外にも、かつて片山さんは痛風予備軍といわれていたとのこと。「ところが再び自転車に乗り始めて最初
の1 年で7～ 8キロ落ちて、尿酸値も正常になったんです」

片山 6年間でした。自転車から自動
車に興味が移っていったのは、オー
トバイにカルチャーショックを受け
たことがきっかけです。それまで
の自転車や山登りでは、すべて自分
の脚だけで動き、息を切らしていた
わけですが、オートバイはそうでは
なかった。キーをひねってキックし
て、ブルンってエンジンが動いて、
坂道もぐいぐいのぼっていく。何だ
かもう驚いてしまって、どんな構造
なのか調べようと自分でエンジンを
バラしてみたら、親指くらいのピス
トンが入っていて。ここから爆発、
燃焼して、コンロッドが動いて、ク
ランクが連動して、ピストンが上下
してっていう、物理的な運動エネル
ギーに大きなショックを受け、その
先にスピードがあってやがて仕事に
なって……。でも、今だから言える
のですが、レーサー仲間だった友達
を20何人も亡くして、この仕事が必
要とされているんだろうかという思
いもあったんです。とはいえ、ハン
ドルを握ることで子どもの文房具代

を稼いでいたわけですが。
森井 F1といえば、私はモナコグラン
プリを連想します。仕事で一度モナ
コに行ったことがあるんですよ。私
たちの世代ではモンテカルロラリー
も印象的でした。私は1960年代に
3回優勝した英国車のモーリスミニ
クーパーに憧れましてね。その後、
自分でもクラシックミニのオーナー
になり、今でも大切に乗っています。
片山 僕も22歳の時にパリに行って
ひとり暮らしを始めた時、ミニの
オースチンを買って乗っていました
から、ミニは大好きですよ。

森井 F1ドライバーとして活躍され
た後はどのような活動をされていた
のですか。
片山トヨタのワークスドライバーに
なって、ル・マンやパリダカに参戦
したり、市販車のテストや、タイヤ

メーカーのアドバイザーをさせてい
ただいたりしていました。これまで
のキャリアでいうと生活の糧となっ
たのは、車のほうがはるかに大きい
です。だから最近は四輪業界の方か
ら、自転車の肩ばっかり持つな、と
いわれたり（笑）
森井 両方やっておられたので、どっ
ちの肩をもつというわけではないで
しょうが（笑）
片山 両方ともいい面もあれば、悪い
部分もあると思うんです。自転車で
いえば、マナーが悪い、交通法規が
守られていない側面が問題ですよ
ね。かつて電車内で携帯電話のマ
ナーの悪さが社会的な問題になった
ことがありましたが、徐々に改善さ
れてきました。同様に自転車も良く
なっていけばいいのですが。でも、
元来、日本人は真面目な人種なので、
改善されることに期待しています。
あるいは、今から5年もしたら、皆さ
ん車道の左側を走行して、信号もき
ちんと守っているんじゃないかと。
森井 そうなると素晴らしいですね。
片山 ただ、自転車先進国が集まって
いるヨーロッパと比較すると、正直、
日本はまだ厳しいですけどね。何し
ろ歴史的な背景に大きな差がありま
す。欧州の3大スポーツはF1、サッ
カー、そして自転車競技。自転車が
高速道路を走行できますし、専用道
の整備も格段に進んでいます。
森井 その点、日本はモータリゼー
ションが優先され、自転車は歩道に
上がり、以来、ゆがんだ交通法規の
元で走ることになってしまいました
からね。
片山 ヨーロッパでは100年以上も
レースが行われていて、トップ選手

「自転車マナーが改善され
ライフスタイルに定着するか」
日本人が試されている
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の年棒がおよそ7億円にも達してい
ます。モータースポーツと同じで命
がけの職業であると皆が認識してい
て、エデュケーショナルプログラム
としても利用されています。一方、
日本ではどうでしょう。シェア・ザ・
ロード、キープレフト、グッド・チャ
リズムなど、マナー、モラルを守ろ
うという啓蒙活動は行われています
が、定着するかどうか。自転車ブー
ムといわれていますが、一方で、歩
行者との接触で死亡事故が発生し、
加害者が数千万円の損害賠償をした
ケースもあります。そして、亡くなっ
た被害者の遺族もこの上ない不幸に
襲われている現実があります。
森井 交通事故の死者数は年々減少
している中、自転車に関連した死傷
事故は増加傾向にあるのですよね。
片山 自転車が単なる移動手段とい
うだけではなく、ライフスタイルに
定着して生活を豊かにするツール
になるかどうか。今、まさに日本人
が試されているのではないでしょ
うか。やはり、マナー、モラルを改
善していく啓蒙活動を地道に続け
るべきだと思います。ところで、少
し話は逸れますが、先日、焼き肉店
でレバ刺しの販売が禁止されまし
たよね。あれなど地道な啓蒙活動
を遮る最たるものだと思うんです。
亡くなった方にはお気の毒ですと
しか言いようがありませんが、一
方、全面的に禁止するというのもど
うかと個人的には思います。その
強権的な論理でいえば、車の飲酒運
転が減少しているとはいえ、根絶に
は至らない現状に対して、酒のアル
コール度数は最高でも2％以下にす
る、思い切って販売を禁止する、と

いった議論が起きる可能性もある。
まあ、あくまで例え話ですけどね。
とにかく、自転車に関しては、レバ
刺しのようなヒステリックなルー
ルをつくるのではなく、マナー、モ
ラルを守る啓蒙活動を地道に続け
るべきです。
森井 啓蒙活動というのは、例えばど
んな内容でしょう。
片山 最も効果的なのは、日常的に大
人が規範を示すことではないでしょ
うか。例えば僕が冬の朝5時くら
いに家を出て、オフィスに向かう場
合。早朝で道路上にはひとっこ一人
いないのですが、信号は必ず守りま
す。子どもたちがその時間から外に
いるわけではありませんが、絶対厳
守です。
森井 それは大事なことですね。そ
ういう行動を大人が続けていくこと
で、子どもは何が正しいのかを学ん
でいく。さっきのレバ刺しの話のよ
うに上から押し付けるのではなく、
自ら考えて行動できるような環境を
つくっていきたいですね。

片山 僕は、障害を持っている子ども
や、事情があって両親と別々に暮ら
している子どもたちを対象に自立支
援を行うスクールを主催していまし
て、そこでは自転車も用いています。
ゴールは僕らが設定しますが、そこ
に至るまでの情報収集は子どもたち
自らが行なうルールなんです。
森井 自転車は自立支援を促す意味で
適切なツールにもなるわけですね。
片山 そうです。自転車は法律上は
軽車両であり、交通法規を守らなけ
ればならない乗り物ですが、同時に、
自動車やオートバイにはない自由度
も備えています。安全で快適に使う
ためには、個人のマナー、モラルに
委ねられる部分が大きいだけに、子
どもの教育ツールという意味でポテ
ンシャルの高い存在だと思います。
だからこそ、大人が模範を示さない
といけない。駅前に自転車を放置
しようとしたら、そのエリアに電気

コミュニティサイクルの普及が
自転車環境の改善につながる
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ころが自転車ってどんどん移動でき
てしまうので、右側通行だ、歩道で
スピード出して走っていると分かっ
ても、他人が指摘する間もなくどこ
かへ行ってしまうので。
森井 そうですね。本人がルールを
破っていることに気がつくチャンス
が少ないんですね。
片山 やはり、自発的なアクションが
伴わないと自転車のマナー、モラル
改善はそれなりに時間がかかるのか
なという気がします。某英語教材の
ように、街中で「自転車は左側走行
してください」とか放送を流し続け
るわけにもいきませんし。
森井 我々の業界では、自転車の使用
安全五則を自転車の前かごの目立つ
位置に貼りつけて、イヤでも利用者
の目に入るようにしてはどうか、と
いう話も出ています。刷り込みのよ
うに五則を頭に入れてもらおうとい
うわけです。また、防犯シールにIC
チップを組み込み、位置確認ができ
るようにしたい。そうすれば無闇に
自転車を放置できなくなりますから
ね。さらに、日本特有のママチャリ
が、ハード的に進化することにも期
待をしたい。今は前後に子供を乗せ
た状態で車道を走るのは難しいです
が、専用道の上なら、適切なスピー
ドが出せて、安全に走行できる性能
を備えるとか。
片山 いずれは実現できるかもしれ
ません。欧米では既に実用化されて
いますが、大人が乗るクロスバイク
風の自転車に、子どもが乗るカゴを
付けたタイプです。ママチャリも、
あのようにしっかりした剛性があ
り、スピードも出て、子どもの安全
も確保される、そんな進化をしてい

けばいいと思います。
森井 そうなれば車の流れに乗って
速く移動できるだけでなく、風を
切って自転車を漕ぐ、本来的な愉し
みも感じてもらえそうですね。
片山 ロードレーサーでかなりのス
ピードを出して走るというのは、プ
ロの競輪選手にしかできない芸当で
あると思われがちですが、一般の方
でもスクーターを追い抜くくらいの
スピードは簡単に出すことができま
す。それくらいロードレーサーの性
能は高いのです。ママチャリもその
方向に近づくといいですね。
森井 日本の技術なら決して難しく
はないはずです。あとはどこまで走
行環境を整備できるかですね。
片山 駐輪施設も充実してほしいで
すね。僕らが使っているロードレー
サーはかなり高価で100万円、150
万円は簡単に越えてしまうものなん
です。防犯性に優れた公共の駐輪場
が増えるといいのですが。
森井 先日、欧州視察の際に行ったオ
ランダで、ロードレーサーを1台単
位で収める箱型ユニットの駐輪施設
を見まして、あれは優れていました
ね。スペースを有効活用できますし、
防犯性も高い。
片山 利用料はどのくらいですか。
森井 年間およそ5,000円くらいでし
たね。
片山 それはリーズナブルですね。日
本にもそんな施設が導入されれば、
かなり多くのロードレーサー乗りの
共感を集められるんじゃないかな。
森井 欧州視察ではパリのヴェリブ
も見学したんです。ヴェリブといえ
ば、現在、日本各地の自治体で行わ
れているコミュニティサイクル実証

ショックが流れて、不届きな大人は
感電する!みたいな仕組みをつくっ
てもいいかもしれない（笑）。それ
こそレバ刺し禁止令よろしく、国が
強権を発動して（笑）
森井 ははは。それはすごいアイデ
アだ（笑）。しかし、さきほど片山さ
んもおっしゃったように、日本人は
元来真面目なのだから、自発的なマ
ナー、モラルの向上に期待してもい
いのでは?
片山 ええ。ただ、携帯電話に比べる
と、改善のスピードは少し遅い気が
します。昨年には警察庁が車道走行
の通達を出しましたが、僕が見る限
り、まだ右側通行だったり、歩道を
走っていたりというケースはたくさ
んあります。
森井 何故携帯に比べると遅いので
しょうか。
片山 携帯は電車内の衆人環視の環
境があるので、ほんの少しでも良識
があれば、すぐに車内での携帯電話
使用は控えようと気が付ける。だか
ら改善されていったと思います。と
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ただいています。自転車は用意しま
すから日程調整していただければ。
森井 それはおもしろそうだ。ぜひ、
参加させてください。本日は片山さ
んの自転車に対する真摯な姿勢と楽
しみ方、課題など、多様な話をうか
がうことができました。どうもあり
がとうございました。

動車から自転車に乗り換える人が生
まれれば、それだけ二酸化炭素の排
出量が減り、スペースの有効活用に
もつながります。森井会長も近いう
ちに僕らと自転車に乗りませんか。
実は時々、町田から境川沿いを走っ
て、江の島までツーリングする会を
催しているんです。
森井 境川沿いにはサイクリング
コースがあるんですよね。江の島ま
での距離はどのくらいですか。
片山 片道およそ33キロです。こう
聞くとものすごく遠そうですが、自
転車は理学療法のリハビリにも使
われるくらいで、少なくともジョギ
ングよりはるかに負荷が低いです
し、江の島までは2時間半くらいで
到着しますから、挑戦してみると案
外ハードルは低いことが分かります
よ。江の島ではしらす丼に舌鼓を打
ち、温泉に浸かる。帰りは、会社の
車で自転車を運び、僕らはロマンス
カーに乗り換えてビールを飲みなが
ら帰るんです。大変好評で「自転車っ
て面白い!」と皆さんに再認識してい

実験のお手本ともいえる存在です。
片山さんは日本で行われているコ
ミュニティサイクル、自転車のシェ
アについてはどう思われますか。
片山 良いことだと思います。何し
ろ世の中の人が自転車を利用する機
会が増えるわけで、それだけマナー、
モラルについて考える機会も増加し
ますから。また、走行空間づくりに
ついても良い影響があるのではない
でしょうか。車道の左側を走行する
という警察庁の通達はありますが、
今、現実的に赤ちゃんを乗せたお母
さんのママチャリや小学生の子ども
が乗った自転車にまで、交通量の多
い車道の左側を走らないとダメ!と
は言えません。やはり危険ですから
ね。でも、日本のあちこちでコミュニ
ティサイクルに乗って「自転車はどこ
を走れば安全なのか」を考える人が
増えれば、やがては「自転車が安全
に走れる空間を増やして」といった
市民の声につながっていく可能性も
あります。
森井 私は最初、自転車をシェアして
しまうと、それで市民が満足してし
まって自転車が売れなくなるのでは
と思っていたんです。でも、実は逆
なんですよね。コミュニティサイク
ルで自転車の楽しさ、快適さ、実用
性に気が付く人が増え、今度は自分
専用の自転車が欲しい!となって自
転車を購入するわけです。いずれに
せよ利用者が増え、自転車を取り巻
く環境が良くなっていくことに期待
できます。自動車から乗り換える人
も増えるでしょうしね。
片山 自活研の小林理事長によると、
自動車1台のスペースに自転車が7
台停められるそうです。一人でも自


